
関東農政局統計部
平成30年12月３日

関東農政局管内の果樹

１ 果実の産出額 －生産農業所得統計から－

○ 関東農政局管内（以下「関東局」という。）の果実の産出額（平成28年）は2,110億円で、全国の
25％を占めています。

○ 都県別にみると、長野県が557億円（全国第４位）で最も多く、次いで山梨県が541億円（同６位）、
静岡県が331億円（同７位）の順となっています。

○ 品目別にみると、ぶどうが509億円で最も多く、次いで日本なしが410億円、りんごが321億円の順と
なっています。
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注：１ 統計数値については、表示単位未満の数値を四捨五入したため、合計値と内訳の計が一致しない場合がある（以下同じ。）。：
２ 品目別のみかんについては、長野県が秘匿措置のため関東局には含めていない。

全国・農政局別 都県別（関東局） 品目別（関東局）
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全 国
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北海道
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（25%）

関東局
2,110億円
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長野
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（26%）
④

山梨
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（26%）
⑥

千葉
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（9%）

栃木
89（4%）
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86

（4%）

埼玉
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東京
30（1%）
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⑦

茨城
126（6%）

群馬
95（5%）

○数字は全国順位である。

注：地図上の東京特別区及び政令指定都市の境界は区単位となっているが、産出額は特別区計及び政令指定都市計である。
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果実の産出額（平成28年）
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１ 果実の産出額 －生産農業所得統計から－（続き）

○ 関東局の果実の産出額の推移をみると、平成25年以降は増加傾向で推移しています。
○ 品目別にみると、日本なし及びりんごは横ばい傾向で推移していますが、ぶどう、みかん及びももは
増加傾向で推移しています。

２ 果実の卸売数量及び卸売価格の動向－青果物卸売市場調査から－

○ 東京都中央卸売市場における主要果実（産出額上位５品目）の１㎏当たり卸売価格の推移をみると、
ぶどう、りんご及びみかんが上昇傾向で推移しています。

○ 東京都中央卸売市場は、築地、大田、北足立、葛西、豊
島、淀橋、世田谷、板橋及び多摩の９市場の合計である。

○ 卸売数量とは、青果物卸売市場で、「せり」、「入札」
又は「相対」の方法で売りさばかれた数量（ 転送量を含
む。） であり、その荷物の荷姿の単位ごとに表示されてい
る量目を㎏換算した数量である。

○ 卸売価格とは、卸売価額を卸売数量で除して算出した
１kg当たりの平均価格である。

○ 卸売価額とは、青果物卸売市場における取扱金額であり、
消費税を含む価額である。
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主要果実の卸売数量及び卸売価格の推移（東京都中央卸売市場）

果実の産出額の推移（関東局）
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ウ りんご

○ りんごの都道府県別収穫量（平成29年産）をみると、長野県が14万9,100ｔで全国第２位となってい
ます。

りんごの収穫量（平成29年産） 関東局の主産県

青森

416 

(57%)
長野

149 

(20%)

山形

47 (6%)

岩手

40 (5%)

その他

全 国
735千ｔ
（100％）

長野県：県下全域 群馬県：利根沼田、
中部地域

山梨県：中北、峡東地域

３ 果樹の収穫量（関東局の都県が１位又は上位となっている品目）
－作物統計（果樹調査）から－
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イ 日本なし

○ 日本なしの都道府県別収穫量（平成29年産）をみると、千葉県が３万2,000ｔで全国第１位、茨城県
が２万3,400ｔで同２位、栃木県が１万9,000ｔで同３位となっています。

日本なしの収穫量（平成29年産） 関東局の主産県

千葉

32 

(13%) 茨城

23 

(10%)

栃木

19 (8%)

福島

19 (8%)鳥取

18 

(7%)

長野

15 

(6%)

その他
全 国
245千ｔ
（100％）

主産県とは、調査対象品目ごとに、全国調査年（平成28年産）における栽培面積の全国値のおおむね80％を占めるまでの上位都道府県、
果樹共済事業を実施する都道府県並びにみかん及びりんごにあっては果実需給安定対策事業を実施する都道府県をいいます。

茨城県：県央、県西、
県南地域

長野県：北信、中信、
南信地域

栃木県：県下全域群馬県：中部・西部地域

埼玉県：中央、東部、
北部地域

東京都：北多摩、南多摩地域

神奈川県：横浜川崎・湘南地域

千葉県：ベイ・東葛飾、
北総地域

ア ぶどう

○ ぶどうの都道府県別収穫量（平成29年産）をみると、山梨県が４万3,200ｔで全国第１位、長野県が
２万5,900ｔで同２位となっています。

ぶどうの収穫量（平成29年産） 関東局の主産県

山梨

43 

(25%)

長野

26 

(15%)
山形

17 

(9%)

岡山

17 

(9%)

福岡

8 

(5%)

その他
全 国
176千ｔ
（100％）

長野県：北信、東信、
中信地域

山梨県：中北、峡東地域

群馬県：利根沼田、東部、
中部地域

埼玉県：中央、西部、
秩父地域

茨城県：県北、県西、
県南地域
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オ もも

○ ももの都道府県別収穫量（平成29年産）をみると、山梨県が３万9,200ｔで全国第１位、長野県が
１万4,500ｔで同３位となっています。

ももの収穫量（平成29年産） 関東局の主産県

カ すもも

○ すももの都道府県別収穫量（平成29年産）をみると、山梨県が6,690ｔで全国第１位、長野県が
3,110ｔで同２位となっています。

すももの収穫量（平成29年産） 関東局の主産県

山梨

67 

(34%)

長野

31 

(16%)

和歌山

20 

(10%)

山形

18 (9%)

青森

10 (5%)

その他

全 国
196百ｔ
（100％）

山梨県：中北、
峡東地域

長野県：県下全域

３ 果樹の収穫量（関東局の都県が１位又は上位となっている品目）（続き）

山梨

39 

(31%)

福島

29 

(23%)

長野

15 

(12%)

和歌山

10 (8%)

山形

9 (7%)

岡山

7 (6%)

その他

全 国
125千ｔ
（100％）

長野県：県下全域

山梨県：中北、峡東地域

エ みかん

○ みかんの都道府県別収穫量（平成29年産）をみると、静岡県が８万1,700ｔで全国第４位となってい
ます。

関東局の主産県みかんの収穫量（平成29年産）

和歌山

144 

(19%)

愛媛

120 

(16%)

熊本

86 

(12%)

静岡

82 

(11%)

長崎

53 

(7%)

佐賀

51 (7%)

その他

全 国
741千ｔ
（100％）

静岡県：県下全域
（沿岸部） 千葉県：南房総地域

神奈川県：県西、湘南地域
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キ くり

○ くりの都道府県別収穫量（平成29年産）をみると、茨城県が4,150ｔで全国第１位となっています。

くりの収穫量（平成29年産） 関東局の主産県

茨城

42 

(22%)

熊本

29 

(15%)

愛媛

18 

(10%)

その他

全 国
187百ｔ
（100％）

栃木県：県下全域
埼玉県：西部、中央、

北部地域

千葉県：ベイ・東葛飾地域

長野県：県下全域

茨城県：県央、県南、
県西地域

東京都：北多摩、南多摩地域静岡県：県下全域

神奈川県：県下全域

３ 果樹の収穫量（関東局の都県が１位又は上位となっている品目）（続き）

４ 果樹を販売目的で栽培している経営体数－農林業センサス結果から－

○ 関東局の果樹を販売目的で栽培している経営体数（平成27年）は、平成22年に比べ、全ての都県で減
少しています。

○ 都県別に経営体数（平成27年）をみると、長野県が１万9,449経営体で最も多く、次いで山梨県が
１万1,811経営体、静岡県が8,313経営体の順となっています。

平
成
22
年

平
成
27
年

全 国
868百ｔ
（100％）

ク うめ

○ うめの都道府県別収穫量（平成29年産）をみると、群馬県が5,230ｔで全国第２位となっています。

うめの収穫量（平成29年産） 関東局の主産県

群馬県：中部、西部地域

埼玉県：西部、北部地域

山梨県：中北、峡東地域

静岡県：県下全域

栃木県：県下全域

茨城県：県北、県央、
県南地域

神奈川県：横浜川崎、湘南、
県西地域

千葉県：ベイ・東葛飾地域

長野県：南信地域

果樹を販売目的で栽培している経営体数の推移（都県別）



１ この資料は、農林水産省統計部が作成又は実施している「生産農業所得統計」、「青果物卸売市場調査」、「作物統計」及び「農

林業センサス」を基に作成したものです。

２ 関東農政局管内

関東農政局管内とは、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、長野県及び静岡県の10都県です。

３ 統計調査の概要

(1) 生産農業所得統計

ア 統計の目的

農産物の産出額及び所得を推計し、農業生産の実態を価値量的な面から把握して、農政の企画・推進のための資料を整備する

ことを目的としています。

イ 推計方法

本統計は、都道府県を推計単位とし、農産物の生産量及び価格に関する諸統計等を用いて、生産された農産物の価値額を推計

しています。

(2) 青果物卸売市場調査

ア 調査の目的
本調査は、全国の主要な青果物卸売市場における青果物の卸売数量及び卸売価額を調査し、価格形成の実態等を明らかにする

ことにより、青果物の価格安定対策、生産出荷安定対策、流通改善対策等に資することを目的としています。
イ 調査対象者
(ア) 中央卸売市場が開設されている都市

中央卸売市場に所在する全ての青果物卸売会社。ただし、東京都及び大阪府については、都府内にある中央卸売市場以外の
卸売市場に所在する青果物卸売会社のうち年間取扱数量の多い方から順に市内青果市場の80パーセントをカバーするまでの青
果物卸売会社。

(イ) 県庁が所在する都市（(ア)を除く。）
それぞれの都市に所在する青果物卸売会社のうち年間取扱数量の多い方から順にそれぞれの都市の年間取扱数量の80パーセ

ントをカバーするまでの青果物卸売会社。
(ウ) 人口20万人以上でかつ青果物の年間取扱数量がおおむね６万トン以上の都市（ (ア)及び(イ)を除く。）

それぞれの都市に所在する青果物卸売会社のうち年間取扱数量の多い方から順にそれぞれの都市の年間取扱数量の80パーセ
ントをカバーするまでの青果物卸売会社。

(エ) ＪＡ全農青果センター
全国農業協同組合連合会の全てのＪＡ全農青果センター（３か所：埼玉県、神奈川県及び大阪府）

(3) 作物統計（果樹調査）

ア 調査の目的

本調査は、果樹の結果樹面積、収穫量、出荷量等の現状とその動向を明らかにし、食料・農業・農村基本計画における果実の

生産努力目標の策定及びその達成に向けた各種対策の推進、農業保険法に基づく果樹共済事業の適正な運営等のための資料を整

備することを目的としています。

イ 調査の対象

調査対象都道府県において、調査対象品目の集出荷を行っている農協等の関係団体及び調査対象品目を販売目的で栽培した農

林業経営体。

(4) 農林業センサス

ア 調査の目的

我が国農林業の生産構造及び就業構造等の実態や農山村地域の現状を把握することにより、農林業に関する諸統計調査に必要

な基礎資料を整備するとともに、国際連合食糧農業機関（ＦＡＯ）の提唱する世界農林業センサスの趣旨に従い、各国農林業と

の比較において我が国農林業の実態を明らかにすることを目的としています。

イ 調査の対象

全ての農林業経営体（農林産物の生産を行うか又は委託を受けて農林業作業を行い、生産又は作業に係る面積・頭数が一定規

模以上の農林業生産活動を行う者（組織の場合は代表者））

ウ 用語の説明

(ｱ) 販売農家

経営耕地面積が30a以上又は年間農産物販売金額が50万円以上の農家をいいます。

(ｲ) 基幹的農業従事者

農業就業人口（販売農家の世帯員のうち調査期日前１年間に自営農業のみに従事した者、農業とそれ以外の仕事の両方に従

事した者のうち自営農業が主の者）のうち、ふだん仕事として主に自営農業に従事している者をいいます。

４ この統計調査結果の詳細は、農林水産省又は関東農政局ホームページ中の「統計情報」で御覧いただけます。

農林水産省ホームページ ＞ 統計情報 【 http://www.maff.go.jp/j/tokei/ 】

関東農政局ホームページ ＞ 統計情報 【 http://www.maff.go.jp/kanto/to_jyo/ 】

５ この資料に関するお問合せは、下記までお願いします。

関東農政局 統計部 統計企画課 TEL:048-740-0058（直通） FAX:048-740-0086

利用にあたって
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平成31年１月１日現在で、魚市場及び冷凍・冷蔵、水産加
工場を対象に、2018年漁業センサス流通加工調査を実施
します。

調査票が届きましたら、記入の御協力をお願いいたします。
また、調査票はオンラインによる回答も可能です。


